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の移動がたやすくなっていると聞いておりましたので、

どなたか心強いナイトにお願いし山梨まで車での移動

を考えておりましたが全部オンライン、山梨までは大

変と思っていたのにいざ、行けないとなると残念 !!に、

変わっている都合の良い私の思いです。

地区大会も秋より来年の 5月 に変更となりましたの

で来年は行けるかも。この地区大会には皆様胸弾ませ

ているのではないでしょうか。未だ、先の見えないコ

ロナにも対策しながらの開催かもしれません。地区大

会だけでなく今年のあらゆる開催が成功いたしますこ

とを心から願いご挨拶とさせていただきます。

スマイルレポート 内藤久子君
◎渡邊記余子君 半場圭伊子君
小林ガバナー、中尾地区幹事、今日はお忙しい中お

越しいただきまして、ありがとうございます。

◎飯尾哲秀君 (浜松北RC会長)
小柳守弘君 (浜松北RC幹事)
小林ガバナー、中尾地区幹事、石津
ガバナー補佐、渡邊会長、半場幹事、

本日はお忙しいところ誠にありがとう
ございます。一日どうぞよろしくお願
い致します。

◎石津匡美君 (2620地区ガバナー補佐)

小林ガバナー、中尾地区幹事、渡邊

会長はじめ浜松西 RCの皆様、本日は
私のホームクラブ浜松北RCへようこそ!!
会員一同皆様のお越しを大変うれし

く思います。笑顔で暑さを乗り越えましょう。

私たちはクラプをかけがいのない場と思い、例会を

友愛や学びの場として尊く思ってきました。そして互

いを思いやりながら、その心を地域や世界に向けて視

野を広げ、活動を広げてきました。日本的な感性でそ

のようなロータリーを形成し発展させてきたのだと思

いますが、日本という風土に見事に適合したロータリ

ーだと思います。
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出席報告 鈴木倫子君

会員数 総出席 当日出席率

51名

“

名 85.1100

(免除者 15名 )(事前MU O名 )

会長挨拶 渡邊記余子君
皆様こんにちは !今期会長を務めます

渡邊記余子と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。コロナ禍の中、本日

も皆様とともに例会が開催されることに

感謝申し上げます。 ヽ 、● .

先程まで小林ガバナーとの面談をさせていただき、こ

れからのロータリーの在り方や西ロータリーの行く末な

ど多面的にご指導や学びをいただきまた、一つ気持ちを

引き締める思いになりました。そして、今回の北ロータ

リーさんとの合同例会、私がロータリーに入って16年 目

になりますが初めての合同例会ではないでしょうか。ガ

バナーをお迎えする大変緊張する例会を親クラブであり

ます北ロータリーさんと合同だという事が大変私にとっ

てはラッキーなことで、会場の設営、食事の気配り、司

会進行等すべての配慮をしてくださり、親クラプの北ロ

ータリーの皆様とご一緒で大変心強く有難く思います。

今年は山梨に行く予定が幾度となくあり災害に弱い身

延線の代わりに清水より高速道路が全面開通となり車で
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会  長 渡遍記余子  幹   事  半場圭伊子
クラブ舗口論 山 下 隆 久  北 野 一 正

鷹 見 剛志  竹 村 寿 文

浜松北RC・ 浜松西RC合同例会
司会SAA 山本武彦君 (浜松北RC)
点鐘 会長 飯尾哲秀君 (浜松北RC)
ロータリーソング 「それでこそロータリー」
ゲスト

国際ロータリー第2620地区 2021～2022年度
小林聰一郎様 (第 5グループ ガバナー)
中尾  均様 (第 5グループ地区幹事)
石津 匡美様 (第 5グループ ガバナー補佐)
ビジター

(浜松南RC)野村忠己君 倉島良洋君 竹原 功君
王澤伸太郎君

(浜 松RC)平井正大君 後藤毅彦君 佐藤育男君
海野俊也君 大西 晶君 田島忠和君

(浜松中RC)曽根原今朝敏君
(パワー浜松RC)牛田 悟君
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本日のプログラム

発表者 小林聰一郎様 (国際ロータリー
第2620地区2021～2022年度

第 5グループ ガバナー)
タイトル ガバナー公式訪間
共存の中にこそ自分を生かす道がある
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一方世界的には、奉仕活動を主体にロータリーを考え

る傾向にあり、ロータリー財団のポリオ根絶を始めとす
る取り組みのように、より多くの会員でより大きな奉仕

活動を目指すことになります。実際世界では、それだけ

多くのニーズが存在し、ロータリアンの支援を必要とし

ていることも現実です。
ロータリーには最高絶対の単一概念が存在しません。

常に「奉仕と親睦」「利己と利他」のように相対的に

考えることを要求されますので、一つに決めつけるの

ではなく、日本的感性のロータリーと奉仕活動の世界
のロータリーとを、どのように考えるのかということ

になります。

でもこれは今の私たちにとっては、相反することでは

ありません。どちらか一方のロータリーしかないのでは

なく、その両方のバランスを上手にとりながらクラプに

軸足をおいて、地域や世界で奉仕活動をしているという

姿ではないでしょうか。当然クラブや例会を自己研鑽の

機会と捉えてもいるでしょうし、人格形成の場ともして
いるでしょう。そしてそういう自分を他者のために活か

すことも大きな使命と思っているのだと思います。一人

では生きられない共存の中にこそ自分を生かす道がある

ということだと思います。

RI会長テーマ「SERVE TO CHANGE LiVES」

今年度のシェカール・メータRI会長はテーマに

「SERVE TO CHANGE uVES奉 仕しよう一みんなの
人生を豊かにするために」を掲げられました。そしてキ
ーワードは「GROW MORE DO MORE」 で、若い世代
と女性をロータリーに迎え入れて会員基盤を強くし、

人々の人生が豊かになるよう奉仕活動をしましょう、と

要請されました。世界的なニーズに応えるロータリーの

傾向に合致した年度テーマだと思います。

地区においてクラプにおいてこの要請をどのように具

現化するのかということで、会員基盤の強化については

私なりの取組方策を提示させていただき、ロータリー奉

仕デーについては各クラプに計画・実施していただくこ

とにしております。会長始め会員皆さまのご理解ご協力

をよろしくお願いいたします。

Onhneで 新たなつながりを

ワクチン接種が進んでいるとはいえコロナ禍で視界不

良のクラブ運営になりますのでご苦労されると思います

が、クラブに軸足をおいた例会と奉仕活動のバランスを

上手にとって、会員相互の連携を強め、地域や世界で奉

仕活動をしてくださるようお願いいたします。
コロナ禍を経験した私たちは、onlineでの新たな素が

り方を手に入れました。Online開催の地区RLIは何回もの

実績を礎として、全国的にもトップクラスと高評価され

ていますし、各クラブにおいてもハイプリット例会や

online例会なども行われています。窮屈で不自由なコロ

ナ禍でも人と人との繋がりには有効な方法ですので活用
いただきたいと思います。
ロータリー未来形成 (Shaping Rotary's Future)

今年初めにRIは「未来形成 (SRF)」 という新たなプ

ラン概要を提示しました。主には2030年から始める管理

方法改革のためのプランで、2022年 4月の規定審議会での

審議対象になると言われています。現在分っているのは

ここまでで、これから提示に対しての意見を取り入れな

がら形成されていくことですから、具体的にどのような

ものになるのかは現状でははっきりしません。しかしこ

のようなロータリーの未来に向けての取り組みが始まっ

ていることだけはご承知置きいただきたいと思います。

今年度これがどのように動き、地区としてどのように対

処していくのかも手探り状態ですが、将来の地区にとっ

て不利にならないような検討だけはしていかなければな

らないと思っています。

クラブ会長、幹事を始め、会員の皆さまと一緒に、本

年度の第2620地区が「GROW MORE DO MORE」 出来
ますよう、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

カレイの香辛料揚げ

豚フイレ肉と野菜の
XO醤炒め 他
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◆本日の例会メニュー
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